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１１１１．．．．ままままええええががががきききき

1960 年代末に現在の中空糸型透析器が市場に

現れた際には、ｺｲﾙ型・積層型と比べて、手のひ

らに乗る程度の大きさの透析器で十分な透析がで

きると期待されていたが、現実には約 40 年あま

り経過した現在でも、中空糸型透析器の透析膜面

積は約 10,000cm 2
、直径 3.5〜4.0cm、長さ 28.0cm

程度の大きさが必要である。本研究では、中空糸

型透析器の透析効率が、当初期待されたほど改善

されない原因の一つとして、中空糸束を灌流する

透析液の流れの偏り（ﾁｬﾈﾘﾝｸﾞ）について検討し

た。
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透析器内部の中空糸束の位置によって、ｸﾘｱﾗﾝｽ

に違いが生じることは既に報告されている１）。我々

は、中空糸束を灌流する透析液の流れの偏り（ﾁｬ

ﾈﾘﾝｸﾞ）がこの原因の一つであると考え、LDV（Laser

Doppler Velocim etry）と PIV（Particle Im aging

Velocim etry）を用いて、透析器内部を流れる透析

液の流れの可視化について検討した。

今回の実験では、透析液の流入出口に設けられ

ているﾊﾞｯｸﾙが流れに与える影響を可視化する目

的で、市販のﾀﾞｲｱﾗｲｻ （゙ﾄﾚｽﾙﾎﾝ BS-1.6UL、TO RAY）

から中空糸を取り除いた空のﾀﾞｲｱﾗｲｻﾞを用意し、

その中に擬似透析液として水道水を人工心肺ﾎﾟﾝ

ﾌﾟ（HAD-100、M ERA）を使って循環させた。そ

の際の循環流量は 500m l/m in とした。また、ﾚｰｻﾞ

ｰ光を反射するﾄﾚｰｻとして、粒子径 30μm のﾅｲﾛﾝ

製粒子を濃度 lmg20 で混入した。

まず、LDV による透析器内部の流速分布の測定

を行った。測定ﾎﾟｲﾝﾄは、ﾀﾞｲｱﾗｲｻﾞ長手方向の中

央を基準とし、そこから上下に 35、85、115m m

の計 6 ﾎﾟｲﾝﾄを測定した。また、各ﾎﾟｲﾝﾄでそれぞ

れ半径方向の中央部分と壁側部分の流速も測定し

た。得られた測定結果を Fig.1 に示す。この結果

を見ると、ﾊﾞｯｸﾙの影響で流入出口付近で大きく

流速が変化していることがわかる。また、その影

響で流入出口から離れた部分においても流れに偏

りが生じていることも確認できた。
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Fig.1　透析器内部の流速分布

　次に、同じ測定条件で PIV による流速ﾍﾞｸﾄﾙ分

布の測定を行った。PIV による測定では、ﾚｰｻﾞｰｼｰ

ﾄによりﾀﾞｲｱﾗｲｻﾞの長手方向に沿った断面を照射

し、その画像を高速ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗで撮影した。得られ

た流速ﾍﾞｸﾄﾙ分布の測定結果を Fig.2 に示す。この

結果を見ると、ﾀﾞｲｱﾗｲｻﾞの中心部分では、ﾊﾞｯｸﾙ

による影響で擬似透析液の流れが旋回している一

方、壁側部分ではほぼ層流で流れていることが確

認でき、これが中空糸束の位置でｸﾘｱﾗﾝｽが異なっ

ている原因の一つであると推定できた。

（a）中心部分             （b）壁側部分

Fig.2　透析器内部の流速ﾍﾞｸﾄﾙ分布
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